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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上の入力ポートから受信したCBR信号をパケット信号に変換するパケット化手段と
、
　前記受信したCBR信号のクロックを抽出するクロック情報処理手段と、
　前記変換されたパケット信号を１以上の出力ポートにルーティングするパケットスイッ
チ手段と、
　前記抽出されたクロックを用いて、前記ルーティングされたパケット信号をCBR信号に
復元する逆パケット化手段と、
を有するクロスコネクト装置。
【請求項２】
　前記パケット化手段は、前記１以上の入力ポートに対応して１以上のパケット化部を有
し、
　前記逆パケット化手段は、前記１以上の出力ポートに対応して１以上の逆パケット化部
を有する、請求項１記載のクロスコネクト装置。
【請求項３】
　前記クロック情報処理手段は、前記受信したCBR信号のルーティング先の逆パケット化
部に前記抽出したクロックを出力するクロックスイッチ部から構成される、請求項２記載
のクロスコネクト装置。
【請求項４】
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　前記クロックスイッチ部は、前記１以上のパケット化部に対応して設けられる１以上の
クロック分配部と、前記１以上の逆パケット化部に対応して設けられる１以上のクロック
選択部と、前記１以上のパケット化処理部に接続される切替制御部とから構成され、
　前記クロック分配部は、対応する前記パケット化部が受信したCBR信号のクロックを前
記１以上のクロック選択部に分配し、
　前記切替制御部は、前記１以上のパケット化処理部から各パケット信号のルーティング
元とルーティング先とを示す切替制御信号を受信し、前記切替制御信号に従って前記１以
上のクロック選択部を制御し、
　前記クロック選択部は、前記切替制御部による制御に従って、前記１以上のクロック選
択部から分配されたクロックを対応する前記逆パケット化部に出力する、請求項３記載の
クロスコネクト装置。
【請求項５】
　前記クロック情報処理手段は、前記抽出したクロックから周波数情報を生成し、前記パ
ケット化手段により変換されたパケット信号に前記周波数情報を付加する周波数情報付加
部から構成され、
　前記逆パケット化手段は、前記付加された周波数情報を用いて、前記ルーティングされ
たパケット信号をCBR信号に復元する、請求項１記載のクロスコネクト装置。
【請求項６】
　前記周波数情報付加部は、前記抽出したクロックと当該クロスコネクト装置の共通クロ
ックとの周波数偏差を検出し、前記検出した周波数偏差から前記周波数情報を生成する周
波数偏差検出部を有し、
　前記逆パケット化手段は、前記パケット信号に付加された周波数情報の周波数偏差から
、前記共通クロックを参照して前記クロックを再生するクロック再生部を有する、請求項
５記載のクロスコネクト装置。
【請求項７】
　前記周波数情報付加部は、前記パケット信号の各パケットのヘッダに、前記パケット信
号の所定数毎のパケットのヘッダに、又は前記パケット信号の所定のパケットに前記周波
数情報を格納する、請求項５又は６記載のクロスコネクト装置。
【請求項８】
　前記クロック情報処理手段は、所定の期間において前記パケット信号に格納されている
データ数をカウントし、周波数偏差に応じた制御信号を生成するデータカウント部と、前
記データカウント部から受信した制御信号に応じて、当該クロスコネクト装置の共通クロ
ックを用いて前記クロックを再生するクロック再生部とを有し、
　前記逆パケット化手段は、前記再生されたクロックを用いて、前記ルーティングされた
パケット信号をCBR信号に復元する、請求項１記載のクロスコネクト装置。
【請求項９】
　前記データカウント部は、
　前記共通クロックをカウントする第１カウンタと、
　前記第１カウンタからの測定開始指示に応答して、前記パケット信号に格納されている
データ数をカウントする第２カウンタと、
　前記第２カウンタによりカウントされたデータ数と所定の参照値とを比較し、検出され
た周波数偏差に応じて前記制御信号を生成するコンパレータと、
を有する、請求項８記載のクロスコネクト装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パケット伝送技術に関し、より詳細にはクロスコネクト装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ICT（Information　and　Communication　Technology）サービスの利用拡大に伴って、
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近年インターネットトラフィックの増大が進んでいる。増加し続けるインターネットトラ
フィックを効率よく広域に転送することが可能な、バックボーンネットワークの基本プラ
ットフォームとしてOTN（Optical　Transport　Network）（非特許文献１）が国際標準化
技術としてITU-T（International　Telecommunication　Union　Telecommunication　Sta
ndardization　Sector）で規定されている。OTNは強固な監視機能を持ち、クライアント
信号を高信頼に広域で転送することが可能である。
【０００３】
　OTNはバックボーンネットワークに広く普及しているSDH／SONET（Synchronous　Digita
l　Hierarchy／Synchronous　Optical　NETwork)やLANやWAN等で広く利用されているEthe
rnet（登録商標）の収容を考慮した規定が従来なされていたが、より柔軟に多様なクライ
アント信号を収容するためODUflex（Optical　Channel　Data　Unit）と呼ばれる新たな
規定が近年設けられた。従来はODU0，ODU1，ODU2，ODU2e，ODU3，ODU4といったビットレ
ートが固定的なフレームに収容されていたが、ODUflexは1.25　Gbit/s単位のペイロード
容量をクライアント信号に提供することが可能であり、近い将来出現するであろうクライ
アント信号への柔軟性を高めた規定になっている。今後は伝送容量の増加に伴って一波長
あたりに収容されるODUフレーム信号の多様化も進み、例えば100G波長OTU4（Optical　Ch
annel　Transport　Unit）には先述した固定的なペイロード容量を持つODUフレームと1.2
5 Gbit/s単位のODUflexフレームが混在して収容されることになり、このような多様なODU
フレームを効率よく転送する技術が必要である。
【０００４】
　このような状況下で、効率よく経済的にネットワークを構築するためクロスコネクト装
置（ODUクロスコネクト装置）の開発が現在活発化している。ODUクロスコネクト装置は任
意の方路にODUパスを切換えることが可能であり、最適な方路にODUパスを切換えることで
利用する波長数の削減し、効率的なネットワークの運用・管理が可能になる。
【０００５】
　現在このようなODUクロスコネクト装置にコアルータ等の技術で熟成したスイッチファ
ブリックを搭載する検討がなされている。コアルータ等に用いられているパケットスイッ
チのファブリックをそのままODUクロスコネクト装置に適用することによって、開発期間
の短縮と装置の低コスト化を図ることが可能になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特表２００５－５２０３７５
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】ITU-T　Recommendation　G.709　"Interfaces　for　the　Optical　Tr
ansport　Network　(OTN)"
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　図１は、従来技術によるパケットスイッチを用いたクロスコネクト装置の基本構成を示
す。図示されるクロスコネクト装置は、ネットワーク側インタフェースである受信部と、
固定ビットレートのCBR（Constant　Bit　Rate）信号をパケット化するパケット化部と、
パケット信号をスイッチするパケットスイッチ部と、パケット信号からCBR信号を復元す
る逆パケット化部と、ネットワーク側インタフェースである送信部とからなる。通常、CB
R信号からパケット信号に変換する際に独立のクロックを用いてパケット化処理を行なう
ため、パケット化処理時にCBR信号の周波数情報が失われてしまい、パケット信号からCBR
信号を再生する際にクロックを復元することが困難になる（図１の網掛けはクロックのド
メインを示す)。
【０００９】
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　特許文献１では、パケットスイッチのファブリックを用いたTDMクロスコネクト装置の
アーキテクチャが示されている。これは、従来のTDMスイッチとパケットスイッチを組み
合わせたシステムであり、既存のTDMスイッチに少なくとも2つのパケット交換ラインカー
ドを組み込んで、既存インフラのTDMクロスコネクトでフィルタリング、整形、監視、転
送及びスケジューリングを行なう方法が提供されている。しかしながら、特許文献１では
、CBR信号とパケット信号との間のクロックを復元する具体的な方法は、記載されていな
い。
【００１０】
　従って、本発明は、パケットスイッチを用いたクロスコネクト装置において、パケット
化処理前後でCBR信号のクロック再生が可能なクロスコネクト装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明の一態様は、１以上の入力ポートから受信したCBR信
号をパケット信号に変換するパケット化手段と、前記受信したCBR信号のクロックを抽出
するクロック情報処理手段と、前記変換されたパケット信号を１以上の出力ポートにルー
ティングするパケットスイッチ手段と、前記抽出されたクロックを用いて、前記ルーティ
ングされたパケット信号をCBR信号に復元する逆パケット化手段とを有するクロスコネク
ト装置に関する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によると、パケットスイッチを用いたクロスコネクト装置において、パケット化
処理前後でCBR信号のクロック再生が可能なクロスコネクト装置を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、従来のクロスコネクト装置の構成を示す。
【図２】図２は、本発明の第１実施例によるクロスコネクト装置の構成を示す。
【図３】図３は、図２のクロスコネクト装置の受信部及び送信部の構成を示す。
【図４】図４は、図２のクロスコネクト装置のパケット化部及び逆パケット化部の構成を
示す。
【図５】図５は、図２のクロスコネクト装置のパケットスイッチ部の構成を示す。
【図６】図６は、図２のクロスコネクト装置のクロススイッチ部の構成を示す。
【図７】図７は、本発明の第２実施例によるクロスコネクト装置の構成を示す。
【図８】図８は、図７のクロスコネクト装置の構成を詳細に示す。
【図９】図９は、周波数情報を格納するための各種方法を示す。
【図１０】図１０は、本発明の第３実施例によるクロスコネクト装置の構成を示す。
【図１１】図１１は、図１０のクロスコネクト装置の構成を詳細に示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態を説明する。
【００１５】
　本発明によるクロスコネクト装置は、パケット化処理前の固定ビットレートのCBR（Con
stant　Bit　Rate）信号のクロック情報を抽出する手段を新たに設け、そのクロック情報
に基づき逆パケット処理時にCBR信号のクロックを再生する。より具体的には、以下の３
つの実施例によるクロスコネクト装置によって、CBR信号のクロックを再生することがで
きる。
【００１６】
　まず、図２～６を参照して、本発明の第１実施例によるクロスコネクト装置を説明する
。本実施例では、クロスコネクト装置は、クロック用スイッチを利用してCBR信号のクロ
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ックを再生する。
【００１７】
　図２に示されるように、クロスコネクト装置１００は、１以上の受信部１１０（１１０

０，１１０１，１１０２，・・・）と、１以上のパケット化部１２０（１２００，１２０

１，１２０２，・・・）と、パケットスイッチ部１３０と、１以上の逆パケット化部１４
０（１４００，１４０１，１４０２，・・・）と、１以上の送信部１５０（１５００，１
５０１，１５０２，・・・）と、クロックスイッチ部１６０とを有する。
【００１８】
　受信部１１００，１１０１，１１０２，・・・は、クロスコネクト装置１００の各ポー
トに対応して設けられる。図示された実施例では、1つの受信部１１０に対して1つのパケ
ット化部１２０が接続されている構成になっているが、受信部１１０にて多重されている
CBR信号を分離し、１以上のCBR信号を出力するときは、1つの受信部１１０に対して1以上
のパケット化部１２０が接続される構成になる。各受信部１１０は、伝送路又は別の装置
パッケージから光信号を受信し、受信した光信号を光電変換して１以上の電気信号のCBR
信号をパケット部１２０に出力する。より詳細には、受信部１１０は、図３に示されるよ
うに、伝送路からの光信号を受信して、光信号から電気信号に変換する光電変換部１１２
と、変換された電気信号のCBR信号に対してデマッピング処理を実行して、１以上のCBR信
号に分離するフレーマ・分離機能部１１４とを有する。フレーマ・分離機能部１１４によ
り生成されたCBR信号は、対応するパケット化部１２０に出力される。
【００１９】
　パケット化部１２００，１２０１，１２０２，・・・は、パケットスイッチ部１３０の
各ポートに対応して設けられる。各パケット化部１２０は、対応する受信部１１０から１
以上のCBR信号を受信し、受信したCBR信号に基づきパケット信号を生成すると共に、受信
したCBR信号のクロックを抽出する。より詳細には、パケット化部１２０は、図４に示さ
れるように、受信部１１０から受信した１以上のCBR信号をパケット信号に変換し、生成
したパケット信号をパケットスイッチ部１３０に出力するパケット化処理部１２２と、受
信部１１０から受信した１以上のCBR信号のクロックを抽出し、生成したクロック信号を
クロックスイッチ部１６０に出力するクロック抽出部１２４とを有する。なお、パケット
化部にてCBR信号のクロックを抽出しているが、受信部でCBR信号のクロックを抽出しても
よい。
【００２０】
　パケットスイッチ部１３０は、１以上の入力ポートと１以上の出力ポートとを有する（
Port0，Port1，Port2，・・・）。パケットスイッチ部１３０は、入力ポートを介し各パ
ケット化部１２０から受信したパケット信号をルーティングして、任意の出力ポートに出
力する。なお、パケットスイッチ部１３０は、任意の出力ポートではなく、特定の出力ポ
ートにだけ出力するものであってもよい。より詳細には、パケットスイッチ部１３０は、
図５に示されるように、パケット化部１２０から受信したパケット信号をモニタリングし
、必要に応じてパケットのヘッダ内部の書き換え等を行なう入出力処理部１３２と、パケ
ットのヘッダ内のアドレス情報に従って、宛先ポートにパケット信号をルーティングする
中継処理部１３４と、中継処理部１３４から受信したパケット信号をモニタリングし、必
要に応じてパケットのヘッダ内部の書き換えを行って、指定された宛先ポートに出力する
入出力処理部１３４とを有する。典型的には、これらの処理は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ
　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）などにより実行される。
【００２１】
　クロックスイッチ部１６０は、各パケット化部１２０からCBR信号のクロック信号を受
信し、これら受信したクロック信号から各逆パケット化部１４０に対して適切なクロック
信号を選択し、選択したクロック信号を当該逆パケット化部１４０に出力する。より詳細
には、クロックスイッチ部１６０は、図６に示されるように、クロスコネクト装置１００
のポートに対応して設けられた１以上のクロック分配部１６２（１６２０，１６２１，１
６２２，・・・）と、切替制御部１６４と、クロスコネクト装置１００のポートに対応し
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て設けられた１以上のクロック選択部１６６（１６６０，１６６１，１６６２，・・・）
とを有する。
【００２２】
　各クロック分配部１６２は、対応するパケット化部１２０から受信したCBR信号のクロ
ック信号を各クロック選択部１６６に分配する。ここで、クロック選択部１６６は、受信
したクロック信号が何れのポートに対応するクロック分配部１６２から出力されたもので
あるか認識している。
【００２３】
　切替制御部１６４は、各パケット化部１２０から受信した切替制御信号に従って、各ク
ロック選択部１６６のクロック選択を制御する。具体的には、各パケット化部１２０は、
当該パケット化部１２０から出力されるパケット信号が何れの逆パケット化処理部１４０
にスイッチされるべきかを示す情報、すなわち、各パケット信号の転送元のパケット化部
１２０と転送先の逆パケット化部１４０とを示す情報を切替制御信号として切替制御部１
６４に出力する。切替制御部１６４は、受信した切替制御信号に基づき各クロック選択部
１６６を制御して、クロック選択部１６６に各クロック分配部１６２から受信したクロッ
ク信号から、各パケット信号の転送元のパケット化部１２０と転送先の逆パケット化部１
４０とを示す情報に対応するクロック信号を選択させ、逆パケット化部１４０に出力させ
る。
【００２４】
　図示された実施例では、切替制御部１６４は、パケット化処理部１２２から切替制御信
号を取得しているが、パケットスイッチ部１３０の入出力処理部１３２，１３６又は中継
処理部１３４から各パケットのヘッダ内のアドレス情報を取得して、各パケット信号の転
送元のパケット化部１２０と転送先の逆パケット化部１４０とを確認し、これに基づき各
クロック選択部１６６のクロック選択を制御してもよい。
【００２５】
　逆パケット化部１４００，１４０１，１４０２，・・・は、パケットスイッチ部１３０
の各ポートに対応して設けられる。各逆パケット化部１４０は、クロックスイッチ部１３
０からパケット信号を受信し、さらにクロックスイッチ部１６０からクロック信号を受信
し、受信したクロック信号を用いて受信したパケット信号からCBR信号を復元する。より
詳細には、逆パケット化部１４０は、図４に示されるように、逆パケット化処理部１４２
を有し、受信したパケット信号とクロック信号とに基づきCBR信号を生成し、生成したCBR
信号を対応する送信部１５０に出力する。
【００２６】
　送信部１５００，１５０１，１５０２，・・・は、クロスコネクト装置１００の各ポー
トに対応して設けられる。図示された実施例では、1つの送信部１５０に対して1つの逆パ
ケット化部１４０が接続されている構成になっているが、複数のCBR信号を多重し別の装
置パッケージに送信する場合は、1つの送信部１５０に対して1以上の逆パケット化部１４
０が接続される構成になる。各送信部１５０は、対応する逆パケット化部１４０から受信
した電気信号のCBR信号を光信号に変換し、伝送路又は別の装置パッケージに送信する。
より詳細には、送信部１５０は、図３に示されるように、対応する逆パケット化部１４０
から受信した１以上の電気信号のCBR信号に対して多重化及びフレーム処理などの各種処
理を実行するフレーマ・多重機能部１５２と、生成された電気信号のCBR信号を光信号に
変換する光電変換部１５４とを有する。生成された光信号は、対応するポートから送信さ
れる。
【００２７】
　本実施例によると、CBR信号のクロック再生を行なうため、クロスコネクト装置１００
は、パケット化部１２０において各CBR信号をパケット化する際にクロック信号を抽出し
、クロススイッチ部１６０においてこれらのクロック信号を適切に切り替え、逆パケット
化部１４０において各CBR信号を逆パケット化する際にクロック信号を復元することが可
能となる。
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【００２８】
　次に、図７～９を参照して、本発明の第２実施例によるクロスコネクト装置を説明する
。本実施例では、クロスコネクト装置は、パケット処理前のクロックを示す周波数情報を
パケットに含めることによってCBR信号のクロックを再生する。
【００２９】
　図７に示されるように、クロスコネクト装置２００は、１以上の受信部２１０（２１０

０，２１０１，２１０２，・・・）と、１以上のパケット化部２２０（２２００，２２０

１，２２０２，・・・）と、パケットスイッチ部２３０と、１以上の逆パケット化部２４
０（２４００，２４０１，２４０２，・・・）と、１以上の送信部２５０（２５００，２
５０１，２５０２，・・・）とを有する。なお、受信部２１０と、パケットスイッチ部２
３０と、送信部２５０とは、上述した第１実施例の受信部１１０と、パケットスイッチ部
１３０と、送信部１５０と同様の構成及び動作を有するため、重複する説明は省く。
【００３０】
　パケット化部２２００，２２０１，２２０２，・・・は、パケットスイッチ部２３０の
各ポートに対応して設けられる。各パケット化部２２０は、対応する受信部２１０からCB
R信号を受信する。受信したCBR信号からパケット信号を生成する際に、パケット化部２２
０は、CBR信号のクロックから周波数情報を生成し、この周波数情報をパケット信号に付
加してパケットスイッチ部２３０に出力する。より詳細には、パケット化部２２０は、図
８に示されるように、パケット化処理部２２２と周波数偏差検出部２２４とを有する。パ
ケット化処理部２２２は、受信部２１０から受信したCBR信号をパケット信号に変換する
。周波数偏差検出部２２４は、受信部２１０から受信したCBR信号のクロックとクロスコ
ネクト装置２００内の共通クロックとの周波数偏差を検出し、検出した周波数偏差を周波
数情報としてパケット化処理部２２２に出力する。パケット化処理部２２２は、生成した
パケット信号に周波数偏差検出部２２４から受信した周波数情報を付加して、パケットス
イッチ部２３０に出力する。
【００３１】
　ここで、パケット信号に周波数情報を付加する方法として、例えば、図９に示されるよ
うなものがある。図９（ａ）に示されるように、周波数情報はパケット信号に含まれる各
パケットのヘッダに挿入されるようにしてもよい。また、図９（ｂ）に示されるように、
周波数情報はパケット信号の特定のパケットのヘッダに挿入されるようにしてもよい。こ
の場合、例えば、いくつかのパケット毎に周期的に周波数情報が挿入されてもよい。さら
に、図９（ｃ）に示されるように、周波数情報のみを格納したパケットを生成し、他のパ
ケットより高い優先度を設定するようにしてもよい。本発明は、上述した付加方法に限定
されるものでなく、他の何れか適切な付加方法を利用してもよい。
【００３２】
　パケットスイッチ部２３０は、周波数情報が付加されたパケット信号をモニタリングし
、パケットのヘッダ内のアドレス情報に従って宛先ポートに周波数情報が付加されたパケ
ット信号をルーティングし、対応する逆パケット化部２４０に出力する。
【００３３】
　逆パケット化部２４００，２４０１，２４０２，・・・は、パケットスイッチ部２３０
の各ポートに対応して設けられる。各逆パケット化部２４０は、パケットスイッチ部２３
０から周波数情報が付加されたパケット信号を受信し、周波数情報からCBR信号のクロッ
クを再生して、再生したクロックを用いて受信したパケット信号からCBR信号を復元する
。より詳細には、逆パケット化部２４０は、図８に示されるように、クロック再生部２４
２と逆パケット化処理部２４４とを有する。クロック再生部２４２は、パケットスイッチ
部２３０から受信したパケット信号から周波数情報を抽出する。その後、クロック再生部
２４２は、抽出した周波数情報の周波数偏差とクロスコネクト装置２００内の共通クロッ
クとに基づきCBR信号のクロックを再生し、逆パケット化処理部２４４に出力する。逆パ
ケット化処理部２４４は、クロック再生部２４２から受信したCBR信号のクロックを用い
て、パケットスイッチ部２３０から提供されたパケット信号から、クロックが復元された
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CBR信号を生成する。
【００３４】
　本実施例によると、CBR信号のクロック再生を行なうために、クロスコネクト装置２０
０は、パケット化部２２０において各CBR信号から生成したパケット信号に周波数情報を
付加し、逆パケット化部２４０において各CBR信号を逆パケット化する際にこの周波数情
報を用いてクロック信号が復元されたCBR信号を生成することが可能となる。
【００３５】
　次に、図１０～１１を参照して、本発明の第３実施例によるクロスコネクト装置を説明
する。本実施例では、クロスコネクト装置は、データ数を計数することによってCBR信号
のクロックを再生する。
【００３６】
　図１０に示されるように、クロスコネクト装置３００は、１以上の受信部３１０（３１
００，３１０１，３１０２，・・・）と、１以上のパケット化部３２０（３２００，３２
０１，３２０２，・・・）と、パケットスイッチ部３３０と、１以上の逆パケット化部３
４０（３４００，３４０１，３４０２，・・・）と、１以上の送信部３５０（３５００，
３５０１，３５０２，・・・）と、１以上のデータカウント部３６０（３６００，３６０

１，３６０２，・・・）と、１以上のクロック再生部３７０（３７００，３７０１，３７
０２，・・・）とを有する。なお、受信部３１０と、パケット化部３２０と、パケットス
イッチ部３３０と、送信部３５０とは、上述した第１実施例の受信部１１０と、パケット
スイッチ部１３０と、送信部１５０と同様の構成及び動作を有するため、重複する説明は
省く。
【００３７】
　パケット化部３２０は、第１実施例のパケット化部１２０と同様に受信したCBR信号を
パケット信号に変換しパケットスイッチ部３３０に出力するパケット化処理部１２２を備
えているが、クロック抽出部１２４を備える必要はない。
【００３８】
　逆パケット化部３４０は、パケットスイッチ部３３０からパケット信号を受信すると、
受信したパケット信号を逆パケット化部３４０内の逆パケット化処理部３４２（図１１）
に提供すると共に、対応するデータカウント部３６０に送信する。
【００３９】
　データカウント部３６００，３６０１，３６０２，・・・は、パケットスイッチ部３３
０の各ポートに対応して設けられる。各データカウント部３６０は、クロスコネクト装置
３００内の共通クロックで一定時間において逆パケット化部３４０から受信したパケット
信号内のデータ量を観測し、カウントされたデータ数と周波数偏差に対応したデータ数と
の比較を行う。より詳細には、データカウント部３６０は、図１１に示されるように、ク
ロスコネクト装置３００内の共通クロックをカウントする第１カウンタ３６２と、逆パケ
ット化部３４０から受信したパケット信号内のデータ数をカウントする第２カウンタ３６
４と、第２カウンタ３６４からの出力結果を比較するコンパレータ３６６とを有する。
【００４０】
　第１カウンタ３６２は、所定のカウント数を超えると、第２カウンタ３６４へ測定開始
を指定する信号を出力する。第１カウンタ３６２から測定開始の信号を受信すると、第２
カウンタ３６４は、受信時点までにカウントされたパケット信号内のデータ数をコンパレ
ータ３６６へ出力し、第２カウンタ３６４内のカウンタをリセットして再びカウントを始
める。
【００４１】
　例えば、クロスコネクト装置３００内の共通クロックを100MHzとし、第１カウンタ３６
２のカウント数を10000とした場合、100μs周期で第２カウンタ３６４のカウンタ値が更
新される。第２カウンタ３６４は、第１カウンタ３６２から測定開始の信号を受信し、次
の測定開始の信号を受信するまで、パケット信号内のデータ数をカウントし、コンパレー
タ３６６に出力する。コンパレータ３６６は、予めCBR信号のクロックとクロスコネクト
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装置３００内の共通クロックの周波数偏差が0となる場合の値を保持する。例えば、CBR信
号のクロックが70MHzだった場合、コンパレータ３６６で保持する値は7000とし、第２カ
ウンタ３６４のカウンタ値が7000から１変化する毎に、周波数偏差が1÷10000=100ppm変
化したことが分かる。コンパレータ３６６は、第２カウンタ３６４のカウンタ値とコンパ
レータ３６６の値とを比較し、周波数偏差に応じた制御信号を対応するクロック再生部３
７０に出力する。
【００４２】
　クロック再生部３７００，３７０１，３７０２，・・・は、パケットスイッチ部３３０
の各ポートに対応して設けられる。各クロック再生部３７０は、対応するデータカウント
部３６０から受信した制御信号に従ってCBR信号のクロックを再生し、対応する逆パケッ
ト化部３４０に送信する。クロック再生部３７０からクロックを受信すると、逆パケット
化処理部３４２は、受信したクロックを用いてCBR信号を復元し、対応する送信部３５０
に送信する。
【００４３】
　本実施例によると、CBR信号のクロック再生を行なうために、クロスコネクト装置３０
０は、データカウント部３６０とクロック再生部３７０とにおいて再生されたクロックを
用いてCBR信号を生成することが可能となる。
【００４４】
　以上、本発明の実施例について詳述したが、本発明は上述した特定の実施形態に限定さ
れるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種々の
変形・変更が可能である。
【符号の説明】
【００４５】
１００，２００，３００　クロスコネクト装置
１１０，２１０，３１０　受信部
１２０，２２０，３２０　パケット化部
１３０，２３０，３３０　パケットスイッチ部
１４０，２４０，３４０　逆パケット化部
１５０，２５０，３５０　送信部
１６０　クロックスイッチ部
３６０　データカウント部
３７０　クロック再生部
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